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Suica統計情報の定型レポート「駅カルテ」をリニューアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「駅カルテ」は JR東日本の登録商標です。 

１．「駅カルテ」のリニューアル内容 

(１)Suica利用率の記載追加 

当該駅の利用者全体に占める Suica 利用者の割合を記載しました。これにより、駅の利用規模を把握

しやすくなります。また、駅ごとの Suica利用者の割合を把握できることにより、それぞれの割合が異な

ることを加味して、駅ごとの比較がしやすくなります。 

【記載例:当駅での交通系 IC カードや紙のきっぷによる鉄道利用のうち、JR 東日本が発行する Suica の

利用割合は 90%～95% です。】 

 

(２)データの追加   

Suica定期券について、これまでの券面情報に加え、駅の改札を入出場する際に記録されるデータを駅

カルテに追加しました。これにより、朝の通勤通学の状況がより実態に近くなり、朝のピーク時間や利用

規模をより正確に把握することができるようになりました。 

正確なピーク時間を捉えることで、飲食店における営業時間の検討をはじめ適切な業態の検討等に広

く活用いただけます。 

【駅カルテサンプルの抜粋：駅ごとの Suica利用者数を時間帯別に表示】 

 

 

 

 

 

 

 

 Suica 統計情報の定型レポート「駅カルテ」は、2022 年 5 月に販売を開始して以来、自治体をはじ

め様々なお客さまに利用いただいています。 

 このたび、お客さまからのニーズを踏まえ、より使いやすくするために内容を見直しサービス向上

のためのリニューアルを行いました。 

 また、様々な企業、自治体に対する周知活動として今年 10月開催の「CEATEC 2023」に出展します。 

 今後も地域の皆さまやお客さまの心豊かな生活を実現することを目的に、個人情報やプライバシー

の保護に十分配慮しつつ、データの活用を積極的に進めてまいります。 

 



(３)レポート提供時期の早期化 

これまでの駅カルテは翌々月からの提供でしたが、作成作業の手順等を見直し、翌月中に提供します。 

（例）2023年 7月分のレポートを、従来の 9月中旬の提供から 8月下旬の提供に期間短縮。 

   

(４)WEBサイトリニューアル 

駅カルテの特長を分かりやすく記載し、各業種でのケーススタディや利用例等を複数掲載することで、

駅カルテの実際の活用シーンをイメージしやすくしました。 

 

【WEBサイト URL】https://www.jreast.co.jp/suica/corporate/suicadata/eki-karte.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【WEB サイト例 業種毎のケーススタディ 不動産の場合】      【WEBサイト例 駅カルテの活用例】  

 

 

※レポート提供時期の早期化は、8月レポート（9月提供予定）から実施します。なお、それ以外のリニ

ューアル内容については、6 月提供の 4月レポートから実施しています。 

 

２．「CEATEC 2023※」に出展予定  

様々な企業、自治体に対する周知活動として「CEATEC 2023」に出展予定です。 

※主催：一般社団法人 電子情報技術産業協会 会期：2023年 10月 17日(火)～10月 20日(金) 会場:幕張メッセ 

https://www.jreast.co.jp/suica/corporate/suicadata/eki-karte.html


３．お客さまのプライバシーへの配慮 

駅カルテの作成と提供にあたっては、元データの個人の識別性を下げる加工をしたうえで統計情報を

作成する等、お客さまのプライバシーへの配慮を徹底しています。 

またデータ使用を希望されないお客さまについて、個別にデータを除外する対応も行っています。除外

対応の手続きや当社の取り組みの詳細についてお知りになりたい方は、以下の WEB サイトをご確認くだ

さい。 

【WEBサイト URL】https://www.jreast.co.jp/suica/corporate/suicadata/index.html 

 

※毎月月末を締め切り日として、その月のレポートから除外の対応を行います。 

 

 

https://www.jreast.co.jp/suica/corporate/suicadata/index.html

